
  ふれあい記録 

実施日：平成 31 年 3 月 20 日                  当番者名 江口正彦、細矢清志      

コース名：独自コース 68 回 「箱根旧街道(東坂)」         （通し番号 第 149回） 

天  候：晴れ  

参加者名： 相川 勲 岩崎宗郷、江口正彦、小俣悦男、神谷順子、熊谷信雄、新海 昭、 

      田野実裕之、中山 博、根本邦子、船橋エイ子、細矢清志、堀井克子（13名）     

＜ビジター＞市瀬英雄、笠井欣三、野口和夫、林 洋、、山奥利光（5名） 

計 18名 （内、男性 14名 女性 4名）（五十音順）                                                          

交 通：＜集合＞小田原駅改札口 小田原提灯下 7:45 

        ＜往路.＞金沢文庫発 6:09⇒6:17上大岡 地下鉄 6:21発⇒6:31戸塚 6:41着(大船)6:35

発⇒7:35着(小田原) 8:00発(伊豆箱根バス 5番乗り場)⇒元箱根 9:00着 

       ＜復路.＞箱根湯本駅 15:51発⇒16:07着(小田原駅)16:12発⇒17:15横浜駅着            

コースタイム（時刻）：徒歩時間 約 4時間 30分 (約 12km) 

     元箱根旧街道入り口で体操 9:35出発⇒10:00着(箱根の森展望台広場⇒お玉ヶ池) 

     10:20発⇒10:40甘酒茶屋(箱根旧街道資料館見学)11:00発⇒11:25見晴茶屋 11:35発 

     ⇒畑宿⇒12:20～12:50昼食⇒13:15着 須雲川河原(オレンジタイム)13:30⇒鎮雲寺 

     ⇒正眼寺⇒14:50早雲寺(コーヒータイム)15:15⇒箱根湯本 16:30着 解散     

みどころ： 

    元箱根のスタート箇所は天気も良く芦ノ湖の湖畔には遊覧船も見え箱根神社の鳥居も 

    映え雄大な景色だった。 

    元箱根から 500ｍ位、江戸時代からの杉並木が樹齢 350年とも言われていて荘厳である。 

    箱根旧街道は、石畳の道で江戸時代の事を思い浮かべながら歩いた。 

    甘酒茶屋にて休憩し暖かい甘酒を頂き(希望者)、箱根旧街道資料館を見学した。 

    早雲寺は北条一門の「北条五代の墓」もあり見応えがあった。   

               

自然観察： 

    箱根の森展望広場 お玉ヶ池からの二子山がきれいだった。 

    旧街道の石畳道は木が生い茂り石畳には苔むしていた。 

    旧街道沿いには、鎮雲寺、正眼寺、早雲寺と有り見応えがあった。 

    畑宿は江戸時代からの寄せ木細工が今でも工房があり箱根の特産とされている。 

                                          

特記事項： 

    江戸時代に敷かれた石畳を足裏に感じさせ、かつての旅のつらさを忍ばせながら歩いた。 

アップダウンはあまりなかったが、歩く距離は結構あった。 

    女転ばし坂、箱根難所の急坂で馬に乗った婦人がこの付近で落馬して死んでしまった為 

    「女転しの坂」言われるようになった。     
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